●C　生物育成①

スプラウトをつくってみよう
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１．スプラウトって何だろう。

スプラウトとは，決まった種類の植物のことではなく，モヤシやカイワレダイコンのような，植物の芽生えのことです。

スプラウトは，もとのたねにはないビタミンやミネラルが豊富に含まれているだけでなく，季節にとわれることなく，室内で栽培することができ，10日程度の短期間で収穫することができます。

２．どんなスプラウトを選んだらよいだろうか。

若い芽ですから，野菜なら何でもよいわけです。

しかし，スプラウトを食べるものとして考えるときは，注意することが1つあります。それは，ふつうのたねは，発芽しやすいように化学的処理されている（薬品が使われている）ので，スプラウト専用のたねを使ったほうが安全だということです。

発芽の条件を調べたり，発芽したあとの成長を調べたり，室内装飾用とするときはかまいません。

スプラウト用のたねの例

	ブロッコリー
	マスタード
	レッドキャベツ
	ルッコラ
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	カイワレダイコンと同じようにして食べることができます。
	食べたときのピリッとした辛味が特徴です。
	茎の深い紫色が特徴です。
	ゴマのような香ばしい風味が特徴です。


また，たねについては，

①　種苗店やホームセンターの人に要望を伝え，よく話を聞くこと。

②　選ぶときや育てるときに，たね袋に書かれていることをよく読む。

③　たねは生き物ですから，まく直前に新しいものを買う。

ことがだいじです。

学年　　　　　番号　　　　　名前　　　　　　　　　　　　　　
３．思い出してみよう。

①　植物の発芽には何が必要だったかな。小学校で学んだことを思い出して次のうちから，あてはまるものに○をつけよう。

光　　　　　適当な温度　　　　　水　　　　　土　　　　　空気　　　　　肥料

②　もう1つ，植物の成長には何が必要だったかな。小学校で学んだことを思い出して次のうちから，あてはまるものに○をつけよう。

光　　　　　適当な温度　　　　　水　　　　　土　　　　　空気　　　　　肥料
４．育て方を考えよう。

①　どんなふうにスプラウトを育てようと思いますか。また，その目的を達成するにはどのようなくふうをしたらよいでしょうか。あてはまる目的を選んで，くふうと線で結んでみよう。

	●目的・課題
	
	●くふう

	□スプラウトをはやく大きくしてみたい。
	・　　　　　　　　　　・
	光をじゅうぶんにあてる。

	□葉の大きいスプラウトを育ててみたい。
	・　　　　　　　　　　・
	光をあまりあてない。

	□緑色の濃いスプラウトを育ててみたい。
	・　　　　　　　　　　・
	肥料をじゅうぶんにあたえる。

	□草たけの高いスプラウトを育ててみたい。
	・　　　　　　　　　　・
	栽培環境の温度を低くする。

	□歯ざわりのよいスプラウトを育ててみたい。
	・　　　　　　　　　　・
	栽培環境の温度を高くする。

	□その他


	・　　　　　　　　　　・
	その他


②　栽培したいスプラウトを選んでみよう。

□カイワレダイコン　　　　□マスタード　　　　□ブロッコリー　　　　□ルッコラ

□レッドキャベツ　　　　　□その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

自己評価・感想

●解説・補充資料

このワークシートは，生物育成の題材としてスプラウトを扱うときの導入用のワークシートです。生徒が、目的やくふうを明確にして栽培に臨むことを目指しています。
２．どんなスプラウトを選んだらよいだろうか。

栽培の初歩としてのたね選びの重要さに重点を置いています。

また，たね袋から得られる情報を重視することにもふれています。

３．思い出してみよう

では，小学校で学習した，

「発芽には，水・空気・適当な温度が必要で，発芽では種子にふくまれている養分が使われていること。」

「植物の成長には，植物が光を受けてつくり出した養分が必要であること。」

「植物が成長する過程では，空気との間で気体をやり取りしていること。」

を思い出させています。

資料　スプラウトの栽培方法の基本

①　ティッシュペーパーまたは脱脂綿を水で湿らせ，その上にたねをまきます。

②　水は，ティッシュペーパーまたは脱脂綿の上ににじむくらいにします。

＊　カビなどが発生することを防ぐために，水は毎日とりかえます。

③　食べごろになるまでは，箱をかぶせるなどして，光のあたらないところに置きます。

④　食べごろになったら，日光をあてると，おいしそうな色になります。

＊　室温は20℃前後を保ちます。

以上の基本をふまえ，生徒一人一人のくふうをさせながら育てます。

短期間での育成が可能なので，一度栽培したあとで，条件を変えて栽培することが簡単にできます。そのためにも，次の点をきちんと計画・記録させておくことが必要です。

①　栽培の課題・目標…何を，どのように育てたいか。

②　育成条件・方法…日あたり，底に敷くもの，水やりのしかたなど。

③　栽培計画…栽培活動とそれを行う予定日時。

④　栽培記録…栽培活動とそれを行った日時。

⑤　自己評価・感想…これをもとに，友だちと意見交換をすると，言語活動の充実にもつながります。


栽培計画の項目例

●表題　

●組・番号・名まえ

●課題・目標　

●栽培前に調べたこと

●くふうしたいこと

●栽培する品種名

●栽培計画（日時・活動予定）

●栽培実施状況（日時・実際の活動）

●観察記録

●結果

●考察

●感想・自己評価・次回の取り組み
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